
小金井市都市計画マスタープラン

第２回市⺠協議会の結果・まとめ

日時：令和２年９月１２日（土）午後２時から

場所：小金井市商工会館 ２階

＜次第＞
１．開会挨拶

２．第１回市民協議会の開催結果と
本日のテーマ（情報提供）

３．グループワーク（意見交換）
（１）「将来の小金井市（まち）に求める視点」

について具体的に考える
（２）結果の発表（共有）

４．閉会

土地利用

水・緑・環境共生

道路・交通
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第２回市民協議会 開催概要

・第２回市民協議会では、各グループ３分野について意見交換を行いました。
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テーマ 将来のまちに求める具体的な意⾒・アイデア等
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■駅周辺の再開発(地域の個性)
・再開発で周辺の家賃が上昇し商店街にもチェーン店が増えていて残念に思う
・再開発できれいになりすぎて⼩⾦井らしさが少なくなってきている
・駅北⼝は江⼾東京たてもの園ををイメージしたような再開発、低層の建物

■歩いて楽しい駅周辺まちづくり
・駅から⼩⾦井公園（①）までの通りの景観を良くする
・駅北⼝の再開発
・⼩⾦井公園へのいざない
・商店街連携
・回遊性の⾼い歩⾏者ネットワークを形成する（めぐりと溜まり空間、公
開空地活⽤、歩道整備）

【土地利用】分野に関する意見のまとめ

■駅周辺の土地の有効利用
・駅北⼝の駅前ビル（旧⻄友）（②）の整備
・駅北⼝のドン・キホーテ（③）の⼊っている駅前ビル（⼟地）の整備
・駅周辺の街灯整備、無電柱化するとつけられない
・東⼩⾦井駅北⼝の⼟地区画整理事業の推進

■駅周辺の交通動線の円滑化（安全で利用しやすく）
・⾃転⾞をちょっと停めて買物できるお店が増えるとうれしい。イトーヨーカドー（④）は駐輪場が遠い
・駅に向かう道と駅から出る道を⼀⽅通⾏可する等、駅北⼝広場（⑤）への交通処理を円滑化・駅周辺の
⾬除けシェルターをもっと増やして欲しい

・駅南⼝（⑥）において、⼀般⾞の送迎スペースが欲しい。今はバスやタクシーとバッティングしてしまう
・駅周辺の道路ネットワークの充実
・駅周辺の駐輪場の整備
・武蔵⼩⾦井駅周辺の再開発第１地区と第２地区の間の道路（⑦）が危ない。地区を分断している
・駅周辺は、園庭のない保育園が多いため、保育園児が遊べる場所を確保してほしい

■３つの駅の個性・メリハリ
・武蔵⼩⾦井駅周辺は近代化
・東⼩⾦井駅周辺は駅南⼝の低層化により、既存の商店街守る
・新⼩⾦井駅は現状維持（牧歌的な⾵景）
・各駅が持つ個性を活かし、メリハリをつける

■高架下を活用した地域拠点の創出
・中央線の⾼架下を活⽤した地域拠点の創出
・ＪＲ⾼架下の更なる活⽤による駅南北の融合
・ＪＲ中央ラインモールとの連携、⾼架下の有効利⽤
・東⼩⾦井駅⾼架下でのＫＯ−ＴＯやＰＯ−ＴＯの取組みは良いが、もう
少し短期や１回限りの利⽤もできるようになると良い（気楽に利活⽤で
きる環境づくり）

■地域拠点（多世代交流）となり得る機能・施設
・健康関係の施設（ヘルスケア）
・集える場（公⺠館等）、多世代で利⽤できる施設
・職住近接したまちづくり：オフィス、サテライトオフィス、ワーケー
ション

・⼩規模な市⺠センターが分散していると効率が悪いため、多様な機能を
備えた地域拠点となる市⺠センターが整備され、世代間の交わりの機会
つくる

・地域（住区）を総括できる診療病院等をつくり（お茶の⽔駅周辺をイ
メージ、総合病院）

・細かな地域拠点の創出

■空き家等の活用による地域拠点の創出（気軽に出店＝ビジネスチャンス）
・空き家を活⽤して⼩規模店舗が安く出店できるような仕組みづくりが必要
・「にしまきごはん」というカフェ（⑧）では、空き家を活⽤した店舗で、⼦育て世代のお⺟さんや⼦ど
も達が集まる場所となっている

・空き家を活⽤して、お店を気楽に出店できる仕組みづくり
・コミュニティ施設、勉強スペース、⼩さい図書館等としての空き家活⽤
・空き家を活⽤した起業⽀援、ＮＰＯ法⼈活動等の⽀援
・地域密着型の就業場所の確保（地域ネットワーク）
・空き家を活⽤して、少し出店してみたい、副業として出店したい⼈の誘致
（ビジネスチャンスに）

・リモートワーク⽤のシェアハウスとして空き家を活⽤
・商店街の再活性化（イベント）により、地域の寄りあい所をつくる
・個⼈経営店舗への⽀援が必要
・⼩さな公園を拠点に
・貫井南町（⑨）のように、⼩さな店舗が集まり、⼩さな商店街をあちこちに形成
・都営住宅の利活⽤

土地利用

3



テーマ 将来のまちに求める具体的な意⾒・アイデア等
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【土地利用】分野に関する意見のまとめ

■リサイクル事業所（個性）
・商店街の中にリサイクル事業所のような場所をいくつもつくれたら良い（空き店舗活⽤）
・⼩⾦井市のリサイクル事業所（⑫）はすばらしい施設だった。地域拠点（交流の場）とし
て再開してほしい

■誰もが利用しやすい商店街
・商店街の街灯整備、歩道整備、案内板整備等
・キャッシュレス可能な店舗を増やす

■地域に密着したお店を大切に（親子で入れるお店、個性のあるお店、地域で活力UP）
・チェーン店等の⼤型店舗ができて個⼈経営店舗が衰退しており、さみしい
・円滑な代替わり（地主）
・「⼩⾦井タウンショップ⻩⾦や（閉店）」のような地場産業の育成に関わるお店が⼤事
・⼤型店舗だけでない特徴ある商店を⼤切にする
・個⼈経営店舗を増やして欲しい
・⼤⼈数で⼊れるパブが欲しい
・地域の⼈が声を上げて、市と連携した取組みを進め、地域活⼒を上げる
・エリアマネジメント（地元・⺠間）、イベント・にぎわい創出、統⼀感ある街並みの形成
・市が協⼒してシルバーがイキイキと働けるお店が増えると良い

■大学と連携したにぎわいの創出
・スポーツ、遊び場、勉強場所として⼤学施設を有効活⽤
・⼤学や学校の開放
・東京農⼯⼤（⑩）と連携して、⼩⾦井の農業を主に市⺠にアピールする
・「キッズカーニバル（昨年まで学芸⼤（⑪）で開催）」の拡⼤
・「科学の祭典（昨年まで学芸⼤（⑪）で開催）」の取組みを拡⼤
・⼤学等の体育館を貸し出し、スポーツできる場の創出

■にぎわい創出のためのアイデア（イベント・PR方法）
・商店街イベント、⾷や⾳楽、学⽣主体の取組み
・ヒガコフェス的なものを各商店街で開催
・個⼈経営店舗を守るためのＰＲ
・市⽴公園にキッチンカーが出店できるようになった。今後は、さらに規制緩和し、テント
出店できるようにする

・⼩規模店舗が出店しやすい仕組みづくり
・商店街や個⼈経営店舗を守る取組み。個⼈経営店舗をPRするイベントを公園やSOCOLAの広
場を活⽤して開催

■みどり
・緑道ネットワーク、特に⽟川上⽔系統のジョギングコース・マラソンコースのグリーンベルトをつくる
・沿道建物の緑化助成制度（屋上緑化、壁⾯緑化等）（事例：ドイツ）

■都市農地の利活用
・市⺠農園の拡⼤ ・相続対策や屋敷林の維持
・既存農地の利活⽤ ・都市農地の活⽤

■広域連携
・広域核の形成、⼩⾦井（⾃動⾞学校）、調布（運動・交流）、府中（⾳楽）

■都市計画
・地域の分け⽅
・現状に合わせた都市計画の⾒直し（⽤途地域の⾒直し）
・東⼩⾦井駅周辺に公共施設がない

土地利用
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【土地利用】分野に関する意見の該当箇所

凡例
分野別のテーマに対する意⾒箇所
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■歩いて楽しい駅周辺まちづくり
・駅から⼩⾦井公園（①）までの通りの景観を良くする

■駅周辺の土地の有効利用
・駅北⼝の駅前ビル（旧⻄友）（②）の整備
・駅北⼝のドン・キホーテ（③）の⼊っている駅前ビル（⼟地）の整備

■駅周辺の交通動線の円滑化（安全で利用しやすく）
・⾃転⾞をちょっととめて買物できるお店が増えるとうれしい。イトーヨーカドー（④）は駐輪場が遠い
・駅に向かう道と駅から出る道を⼀⽅通⾏可する等、駅北⼝広場（⑤）への交通処理を円滑化
・駅南⼝（⑥）において、⼀般⾞の送迎スペースが欲しい。今はバスやタクシーとバッティングしてしまう
・武蔵⼩⾦井駅周辺の再開発第１地区と第２地区の間の道路（⑦）が危ない。地区を分断している

■空き家等の活用による地域拠点の創出（気軽に出店＝ビジネスチャンス）
・「にしまきごはん」というカフェ（⑧）では、空き家を活⽤した店舗で、⼦育て世代のお
⺟さんや⼦ども達が集まる場所となっている

・貫井南町（⑨）のように、⼩さな店舗が集まり、⼩さな商店街をあちこちに形成

■リサイクル事業所（個性）
・⼩⾦井市のリサイクル事業所（⑫）はすばらしい施設だった。地域拠点（交流の場）とし
て再開してほしい

■大学と連携したにぎわいの創出
・東京農⼯⼤（⑩）と連携して、⼩⾦井の農業を主に市⺠にアピールする
・「キッズカーニバル（昨年まで学芸⼤（⑪）で開催）」の拡⼤
・「科学の祭典（昨年まで学芸⼤（⑪）で開催）」の取組みを拡⼤

土地利用
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テーマ 将来のまちに求める具体的な意⾒・アイデア等
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■CoCoバスの利便性向上
・⼩⾦井の魅⼒を向上させるため、CoCoバス等で駅と⼩⾦井
公園・武蔵野公園等を結ぶ

・バス便数が減った
・コミュニティバスルートの市外への運⾏
例）味の素スタジアムまでのルート延伸等

・ CoCoバスルートの拡充
・狭隘道路の改善によるCoCoバス導⼊
（CoCoバスが⼊れない箇所を改良）

■交通結節機能の強化
・⾼齢者が駅北⼝（①）のタクシー乗り場以外で
⼿を上げていたが、⽌まらなかった。

・駅北⼝（①）に、公営の駐輪場が欲しい（買い
物がしやすい環境整備）・中・⻑距離バス発着場
の整備により、通勤・通学の多様化、来街者の増
加を⽬指す

・駐輪場の拡⼤・整備（有料可）

【道路・交通】分野に関する意見のまとめ

■公共交通を充実
・⾼齢化社会に対応した移動⼿段の確保と⽣活の質の向上
・ CoCoバス等の公共交通の充実を

■道路の役割の変化
・各道路の役割の⾒直し
・主要⽣活道路の改修
・交通計画との連動（⼀⽅通⾏化等）
・⾞優先の考え⽅を⾒直してみることも必要

■歩きやすい歩道づくり
（歩車分離が大事）
・三鷹市の⼀部でやられているように歩道と⾃転⾞道を分ける
・ガードレールのない道があるので、夜間でも安全に歩ける道路環境整備（歩道）
・商店街は災害時に助けてくれる⼈が多く、インフラ整備（道路、⽔、ガス等）を進めることで安全・安⼼につながる
・無電柱化をさらに進める

■自転車専用レーン等の設置
・⾞と⾃転⾞のための安全な道路整備（⾃転⾞道整備）
・⾞道と⾃転⾞の区分け（連雀通り（③）、北⼤通り（④））
・連雀通りは⾃転⾞・歩⾏者が錯綜し、怖い
・⾃転⾞通⾏帯の整備、⾃転⾞が⾛りやすい環境整備
・街路樹等の適切な管理（枝葉）
・⾊分けや物理的な区分けによる安全の確保（歩⾏者、⾃転⾞等）
・安全な⾃転⾞通⾏帯の整備、荷捌きスペース（駐⾞専⽤レーン）の確保

■道路のバリアフリー（ユニバーサルデザイン）
・⾞いすが通るには歩道が不⼗分、沿道店舗の物
（看板等）が置かれる等マナーが悪い

・ユニバーサルデザインの街づくり
・歩道整備、無電柱化、バリアフリー、ユニバー
サルデザイン、街路樹・植栽、防犯カメラ設置

・段差の解消等のバリアフリー整備

■生活道路の整備（地域に住む人のための道路づくり）
・⼩さなコミュニティを⼤事したい
・⼩さな道をゆっくり⾛れるようにしてほしい
・歩いて暮らせる街へ。「⽣活弱者」が安⼼して外出できるようにし
てほしい

・⾞が⼊ってこない路地・緑、安⼼して遊べる
・歩⾏者の安全安⼼の⾯、⾃転⾞利⽤者のマナー教育が必要ではないか
・⾃転⾞利⽤者のマナーが悪い（⾃分中⼼の⼈が多すぎる）
・新たな道路よりも現道の⼯夫が必要である
・⾝近なコミュニティーのための道路整備
・”散歩道”緑とおもむき”路地”
・緊急⾞両の進⼊は必要
・セットバック、すみ切りで⼯夫して消防⾞両の⾛⾏の円滑化
・砂利道が通りにくい
・私道の整備

■都市計画道路の整備について
・防災道路として道路幅を拡充する（特に歩道）
（東⻄⽅向：五⽇市街道（②）、連雀通り（③）、北⼤通り（④））
（南北⽅向：新⼩⾦井街道（⑤）、⼩⾦井街道（⑥）、緑中央通り（⑦）、東⼤通り（⑧））

・防災道路のネットワークは必要なので、現道を活⽤する
・⼤きな道路計画による景観や魅⼒の低下がないように配慮し、現道を活⽤した道路拡幅等も検討が必要
・広い道はスピードを出して⾛る⾞が増えるので必ずしも良いとは⾔えない
・現段階で防犯⾯での不便さはない
・誰のものの道路なのか、地域住⺠のための安全な道であれば充分
・⾃然を破壊するような都の計画道路は未だ必要なのか疑問
・崖（はけ）と野川に重⼤なダメージを与えるため、都市計画道路3.4.1号線（⑨）3.4.11号線（⑩）は凍結中⽌
・住⺠にとっては都市計画道路は不要
・市内や市外への移動について特に不便とは思えない
・ 3.4.11号線（⑩）は五⽇市街道の渋滞につながるので必ずしも便利になるとはいえないと思う
・新しい道路よりも今ある道路の拡充することが⼤切
・ 50年前の計画道路を、今いきなり作ろうとするのは便利になるより街の⽂化の破壊
・都市計画道路の整備促進
・五⽇市街道、北⼤通り、連雀通り、東⼋道路とリンクする南北道路拡充
・3.4.11号線（⑩）は、多少は⾃然がとられても消防・防災⾯では必要ではないか

■交通ルールづくり
・どんなに良い道路をつくっても警察の協⼒が必要。どう運⽤するかが⼤事
・交通事故を減らすのが⼀番⼤事
・⾃転⾞は軽⾞両と理解させる。少なくとも保険をかける
・交通マナーの徹底（特に⾃転⾞）

■その他
・ 1969年のオリンピックでは甲州街道整備した。例えば⽟川上⽔にマラソンコースを誘致すべきではないか ・道路・交通はまちづくりを仕上げるもの
・⼟地区画整理事業は東⼩⾦井周辺のみであり、東⼋道路周辺も実施すべきではないか ・安全な道路、橋や崖等の⻑期危険塀撤去促進と道路拡幅を進めるべき
・昔のような夢のある計画を描き、それを新しいまちづくり制度を使って実現して欲しい ・財源確保が重要である

道路・交通
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凡例
分野別のテーマに対する意⾒箇所

【道路・交通】分野に関する意見の該当箇所

■交通結節機能の強化
・⾼齢者が駅北⼝（①）のタクシー乗り場以外で⼿を上げていたが、⽌まら
なかった。

・駅北⼝（①）に、公営の駐輪場が欲しい（買い物がしやすい環境整備）

■自転車専用レーン等の設置
・⾞道と⾃転⾞の区分け（連雀通り（③）、北⼤通り（④））

■都市計画道路の整備について
・防災道路として道路幅を拡充する（特に歩道）
（東⻄⽅向：五⽇市街道（②）、連雀通り（③）、北⼤通り（④））
（南北⽅向：新⼩⾦井街道（⑤）、⼩⾦井街道（⑥）、緑中央通り（⑦）、東⼤通り（⑧））

・崖（はけ）と野川に重⼤なダメージを与えるため、都市計画道路3.4.1号線（⑨）3.4.11号線（⑩）は凍結中⽌
・3.4.11号線（⑩）は五⽇市街道の渋滞につながるので必ずしも便利になるとはいえないと思う
・3.4.11号線（⑩）は、多少は⾃然がとられても消防・防災⾯では必要ではないか

道路・交通
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テーマ 将来のまちに求める具体的な意⾒・アイデア等
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■生物多様性（玉川上水（①）、野川（②）等）の保全
・⽟川上⽔の⽣物多様性を⼤事に
・⼦どもたちの遊び場 野川で⿂採り、地域とのつながり、ふるさとへの想い
・⽟川上⽔は、桜再⽣のために既存樹⽊を切りすぎている
・⽟川上⽔の緑の在り⽅についてもっと市⺠全体の意⾒を聞いて欲しい（桜だけではなく）
・野川における調整池の保全・活⽤
・野川で市の⿃である「カワセミ」を⾒なくなってしまったため、⽣物の維持・保全が必要
・野川を遊び場に（今年は新型コロナウイルスのために⾮常ににぎわっていた）

■大規模公園の保全・活用
・都⽴公園（⼩⾦井公園（③）、野川公園（④）、武蔵野公園（⑤））
・武蔵野公園（⑤）は、くじら⼭、わんぱく夏祭り、原っぱ祭り等の市⺠参加イベント等を開催
・⾏政と連携した公園管理

【水・緑・環境共生】分野に関する意見のまとめ

■はけ（⑥）の保全
・”はけ”の保全と再⽣、保全基⾦の拡充（トラスト）
・都市計画道路3.4.1号（⑦）、3.4.11号（⑧）の中⽌凍結
・はけは、⼿つかずの⽊々が魅⼒
・都道の建設 オーバーパス
・⾃然を守ることを第⼀優先の防災道路の整備が⼤切
・東京都環境局では、東京における⾃然の保護と回復に関する条例により、50箇所の保全地域を指定
しており、国分寺崖線もその⼀つに指定されている。⼀⽅で、都の建設局は都市計画道路の整備に
より、はけの道を分断しようとしている。部局間でなぜ⽅向性が異なるのか疑問

■身近なみどりの維持管理（官民）・保全・活用
・街中のみどりは適正な管理必要
・⼦供の遊び場（野川）
・ボランティアによる維持管理
・維持・保全の担い⼿への⽀援
・みどりの創出により緑被率を上げる
・シルバーセンター能⼒の拡⼤（植栽剪定）
・既存みどりの保全、校庭の芝⽣化、⼤学のみどりの開放
・みどりを保全するための資⾦確保として、みどり税、ふるさと納税、クラウドファンディング
等が考えられる

・みどりを軸にした市のイメージを向上させ、市⺠を増やし、税収増
・市保有公園等の活⽤
・都市公園は市が責任をもって管理（浴恩館公園（⑨）、滄浪泉園（⑩）、梶野公園（⑪）、
栗⼭公園（⑫））

■民有のみどりを守る仕組み
・屋敷林の保全・坂の保全（⑬）
・個⼈宅の庭が雑草を防ぐためにコンクリートにされることが多いので、インターロッキングの
助成等

・個⼈宅の保存⽊への助成⾦を増やして守る努⼒を
・地主の持っている樹⽊を借り上げることを考える
・個⼈宅の屋敷林が⼩⾦井の良さのひとつ、⼤切にしてほしい
・⾃然のみどりの保護、個⼈の⼤きい⼟地が相続で3000㎡近い買収されて宅地となるようなこ
とを未然に察知して、市が⾃然保全に尽⼒してほしい

■みどりの拠点化・みどりのネットワーク化形成
・⼤規模みどりと⾝近なみどりのコントラスト（コラボ）
・市内の緑のネットワーク、緑の回廊
・公園を拠点としたみどりの保全（⼤⼩に限らず）
・市の⼤きな緑地付近の空地は優先的に市が買い取ることで、⼤きな緑地を維持
・みどりと住環境の結び付け、やすらぎ、交流の場、⼦供の遊び場、保存樹林、屋敷林
・連続性のある緑地は⽣き物が⽣きるために重要、道路の分断は良くない
・サイクリング、散歩を系統化できる「緑道」計画と⾯整備によりつくる

■パークマネジメント
・公園の事業化・⺠間運営・管理（そこで稼いでもらう）
・環境学習への活⽤、夜の⼩⾦井公園（③）

■景観をまもる仕組みづくり（官民）
・整った景観が作られる仕組み
・景観が⼤事（⼿⼊れ、剪定）。市⺠の⼒、協⼒で維持
・景観を守る、エリア毎の景観計画、ガイドライン、地区計画、⽂教地区
・市⺠への意識を⾼める

水・緑・環境共生
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テーマ 将来のまちに求める具体的な意⾒・アイデア等
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そ
の
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【水・緑・環境共生】分野に関する意見のまとめ

■地下水・湧水の保全
・⾬⽔浸透枡、⼤事に
・浸透枡（⽔の循環サイクル）
・地下⽔保全のとりくみ
・湧⽔保全
・透⽔舗装の整備
・貫井神社の湧⽔地域の農家の⽅々が語り
継ぐ歴史・⾵⼟史

・地下⽔湧⽔保全条例
・点を線にしていく（⽔系）
・地下⽔を守るために開発時に⾬⽔浸透枡
等の義務化を

・野川の瀬切れ対策、⾬⽔枡

■環境共生のまちづくり（自然循環型、低炭素型まちづくり）
・３Rの取組み、特にリサイクル⼤切に
・リユースを⼤切にするためにリサイクル事業所の再開を
・リサイクル事業は、スマホやWEBを使った現代にあったリサイクル事業を（不⽤品交換・市⺠参加等）
・ペットボトル（プラ）等処理の⼯夫
・ゼロエネルギーに向けて市独⾃の検討を進める
・脱炭素社会、公共施設は再⽣可能エネルギーへの転換
・新庁舎は、太陽光パネル、学校、保育園
・総合環境化の中で、ごみ処理、下⽔処理等に関して、隣接市との連携を進める
・ SDGｓ⾃治体として、⼤規模建設に環境負荷の低い設備を
・市役所への再⽣エネルギーの設置
・景観が⼤事（⼿⼊れ、剪定）、市⺠の⼒で街並み景観を良くする
・景観を守る、エリア毎の景観計画、ガイドライン、地区計画、⽂教地区
・市⺠への意識を⾼める

■地球温暖化対策
・ヒートアイランド現象の解決策の
検討が必要

■都市農地、生産緑地の保全・活用
・都市農地の緑を守る
・⽣産緑地は、都市農家の⾼齢化、営農の難しさ、新しい住⼈との摩擦、2022問題がある
・農を活かしたまちづくり（学校給⾷と農、福祉との連携）
・農地や⽣産緑地の保全
・ "⼩⾦井の特⾊（⼟地）をアピール、緑の利⽤した事業を活性化（⺠間農園等）（⼟地を意識的に
市等が取得して農園等に借⽤する）"

・市⺠農園の増加

■防災まちづくりとの連携
・調整池の拡充（防災）
・公園と防災の紐づけ
・避難場所や備蓄倉庫設置場所としての公園の活⽤

■Withコロナでのみどりの在り方
・コロナで⼤学に⼊れなくなってしまった。⼊れるようにし
てほしい。（緑環境が充実）

■計画的な樹種選定と管理の方法
・新⼩⾦井街道の桜を⾒るにつけ、10年後20年後の⽊の成⻑を⾒越して⼤きな植樹をしてほしい
・ゴミ対策課との連携、落ち葉

■水・みどりを守る意識の醸成
・環境の良いまちをつくる俳句コンクールを⾏う（例：松⼭）
・学校教育と連携した環境保全意識の学習

9
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【水・緑・環境共生】分野に関する意見の該当箇所

■大規模公園の保全・活用
・都⽴公園（⼩⾦井公園（③）、野川公園（④）、武蔵野公園（⑤））
・武蔵野公園（⑤）は、くじら⼭、わんぱく夏祭り、原っぱ祭り等の市⺠参加イベント等を開催

■はけ（⑥）の保全
・”はけ”の保全と再⽣、保全基⾦の拡充（トラスト）
・都市計画道路3.4.1号（⑦）、3.4.11号（⑧）の中⽌凍結
・はけは、⼿つかずの⽊々が魅⼒
・都道の建設 オーバーパス
・⾃然を守ることを第⼀優先の防災道路の整備が⼤切
・東京都環境局では、東京における⾃然の保護と回復に関する条例により、50箇所の保全地域
を指定しており、国分寺崖線もその⼀つに指定されている。⼀⽅で、都の建設局は都市計画道
路の整備により、はけの道を分断しようとしている。部局間でなぜ⽅向性が異なるのか疑問

■身近なみどりの維持管理（官民）・保全・活用
・都市公園は市が責任をもって管理（浴恩館公園（⑨）、滄浪泉園（⑩）、梶野公園（⑪）、
栗⼭公園（⑫））

■民有のみどりを守るしくみ
・屋敷林の保全・坂の保全（⑬）

凡例
分野別のテーマに対する意⾒箇所
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■生物多様性（玉川上水（①）、野川（②）等）の保全
・⽟川上⽔の⽣物多様性を⼤事に
・⼦どもたちの遊び場 野川で⿂採り、地域とのつながり、ふるさとへの想い
・⽟川上⽔は、桜再⽣のために既存樹⽊を切りすぎている
・⽟川上⽔の緑の在り⽅についてもっと市⺠全体の意⾒を聞いて欲しい（桜だけではなく）
・野川における調整池の保全・活⽤
・野川で市の⿃である「カワセミ」を⾒なくなってしまったため、⽣物の維持・保全が必要
・野川を遊び場に（今年は新型コロナウイルスのために⾮常ににぎわっていた）

2

水・緑・環境共生

■パークマネジメント
・環境学習への活⽤、夜の⼩⾦井公園（②）


